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午前９時３０分 開会 

 

○委員長（秋元美智子君） 

  皆さん、おはようございます。 

  今日あたりちょっとしのぎやすくなりま

したけど昨日、その前と、ここ最近本当に

暑くて、一瞬、私自身なんかは梅雨に入っ

ていたことも忘れるくらいでしたけども、

土日などはちょっとまた梅雨らしくなりそ

うなんです。暑さ厳しい中、今日のニュー

スですと東京ではもう３１％がインド型に

変わってきてるようなニュースもありまし

た。そういう意味では、本当にただ暑い中、

それに比べてコロナのこと、また変異ウイ

ルスの心配などいろいろ重なることござい

ますけども、どうぞ皆さんお互いさま、体

に気をつけながら仕事を進めていきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

  では、座らせていただきますのでお願い

いたします。 

  令和３年豊能町議会６月定例会議福祉教

育常任委員会のただいまの出席委員は６名

であります。定足数に達しておりますので、

福祉教育常任委員会を開会いたします。 

  新型コロナウイルスの感染症対策で、委

員間の距離を取るため通常の席から変更し

ております。皆様にはマスクの着用をして

いただいておりますが、発言の際にもマス

クの着用のままでお願いいたします。 

  また、傍聴につきましては、スペースの

関係上、第１会議室にて音声傍聴の形を取

らせていただきますので、御了承願います。 

  また、委員会の開会に当たりまして、町

長より御挨拶ございますのでお願いいたし

ます。 

○町長（塩川恒敏君） 

  皆さん、おはようございます。 

  昨日は、防災資機材の点検をいただきま

して、そして研修ということで本当にあり

がとうございました。 

  災害が発生したときに慌てることのない

ように、多くの方々が実際に知っていただ

くということは非常に重要だと思います。

これまでも自主防災会をはじめ、そういう

機会をたくさん設けさせていただいており

ましたけども、コロナの関係で少し人数が

絞られたりというところがございます。皆

さんの、議員の皆さんにもお知りいただい

たことということは本当に心強く思ってる

次第でございます。 

  これから、台風シーズンもやってまいり

ます。昨日も近畿地方で震度１ですけれど

も地震もあったということで、これからは

子ども、そして子育て層の皆さん、そして

高齢者の皆さん、住民の皆さんがですね、

全て誰一人取り残すことなく見守っていく

ということが必要でございます。 

  教育、福祉、この分野についても本当に

重要なものでございますので、付託させて

いただいてる項目に関しましては、今日御

審査賜りたいと思いますのでどうぞよろし

くお願いします。 

  ありがとうございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の審査日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  １．令和３年豊能町議会６月定例会議付

託案件についてを議題といたします。 

  第２８号議案、豊能町家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める条例

改正の件を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  おはようございます。こども育成課の竹

内です。 

  それでは、第２８号議案、豊能町家庭的
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保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例改正の件につきまして御説明さ

せていただきます。なお、本町におきまし

ても国の基準制定に基づき平成２６年度に

この条例の制定をしましたが、現在のとこ

ろ本条例に該当する家庭的保育事業等の事

業所はございません。 

  それでは、議案書１３ページから１４ペ

ージ、概要説明書及び新旧対照表も併せて

御覧ください。 

  提案理由は、家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準の改正に伴い、所要の

改正を行うものです。 

  それでは、新旧対照表にて御説明させて

いただきますので御覧ください。 

  新旧対照表の２ページ及び３ページの第

５０条を第５１条とし、改正後の第５０条

につきましては、家庭的保育事業等の業務

負担軽減等を図る観点から家庭的保育事業

者等における諸記録の作成、保存等につい

て電磁的記録で行うことができるように定

めるものです。 

  その他、法改正による文言の整理を行っ

ています。 

  附則としまして、この条例は令和３年７

月１日から施行するものです。 

  御説明は以上でございます。御審議いた

だき御決定いただきますようよろしくお願

いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  おはようございます。永谷でございます。 

  今回の改正で電磁的記録により変わると

いうことを聞いたんですけれども、電磁的

記録というのはちょっと調べましたらです

ね、ここにも書いていますけども、人の知

覚では認識できない電子式、磁気式、光学

式などの方法で記録され、コンピューター

で処理される記録とあるんですけども、一

般的にはどういうものを指すのかよろしく

お願いします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  この家庭的保育事業等で言いましたら、

例えばいろいろな書類の申請、また財務諸

表の提出等がありますので、それに関して

データで提出ができるというふうになった

と思います。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  電磁的記録というのは、どういうもので

記録をするのかということで答弁お願いし

ます。 

○委員長（秋元美智子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  フロッピーディスクであるとか、ＵＳＢ

であるとかそういう電子的媒体と言われる

もので提出ができると、処理ができるとい

うふうになります。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  今、このときによって変えるということ

なんですが、今まで当然変えてないんです

けども、なぜそういうこと、今現在におい

て変えるというようになったその背景につ

いて分かればですね、お伺いしたいと思い

ます。 

○委員長（秋元美智子君） 
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  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  国のほうで押印の廃止等そういう動きが

ありまして、その一連の流れで今回この家

庭的保育事業等に関する部分も改正がされ

たというふうに聞いております。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  次ですね、この家庭的保育事業というの

は２０１０年から始まったというふうに認

識してるんですけれども、調べましたら、

児童福祉法に基づいて市区町村または市区

町村認可を受けた民間の事業者がゼロ歳か

ら２歳児を対象にですね、定員１人から５

人という小規模で行う保育事業の一ついう

ことで認識してるんですけども、実際、待

機児童ということになりますけれども、現

在のですね、豊能町における待機児童数、

まずこの点についてお伺いしたいと思いま

す。 

○委員長（秋元美智子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  今年度当初４月１日から現時点まで、待

機児童と言われるお子さんはいらっしゃい

ません。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  質問がまずかったですね。 

  待機児童は全町でいけばないと。しかし

ながら、吉川保育所と認定こども園で、も

し分けた場合ですね。それについて人数的

にもし分かればお願いします。 

  要するに、西地区の方が西地区で、要す

るに預けたいという。東地区は東地区で預

けたいと。西から東、東から西に行くんじ

ゃなくって、全町で考えない場合の、待機

児童という言い方おかしいですけれども、

西地区は西地区行きたい。東は東で預けた

いということを考えた場合に、どれだけの、

待機という言い方おかしいですけどもね。

その点についてよろしくお願いします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  保護者の希望。 

  はい、よろしくお願いします。 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  東のふたば園、西の吉川保育所にそれぞ

れ希望されて、そこに今、入れない子ども

さんはいらっしゃるかということだと思う

んですが、現時点では待っていただいてる

方はいらっしゃいません。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  希望どおりね。 

  ほかございますでしょうか。 

  高尾委員。 

○副委員長（高尾靖子君） 

  新旧対照表のところで、説明文章が、規

定の内容のところなんですけれども、上の

欄でこの文中ですが、条例で基準を定める

に当たり厚生労働省令で定める基準に従い、

または参酌し定めるものとされているいう、

このまたは参酌という、そういうのはどう

いうようなことなのかお聞きします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  最初の説明のとこですね。 

○副委員長（高尾靖子君） 

  上から４行、５行目ですね。 

○委員長（秋元美智子君） 

  議案説明のこの文章ですね。 
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  よろしいですか。 

  議案説明書の新旧対照表の上に書いてあ

る説明書の５行目かな、のところの参酌と

いう意味のところをお尋ねしています。 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  すみません、お待たせしました。 

  ここで地域の事情によって若干対応がで

きるというふうになっている部分です。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  高尾委員。 

○副委員長（高尾靖子君） 

  再度、質問します。 

  地域の事情って豊能町は東西分かれてる

いうこともありますけれども、どういった

状態のことなんでしょうか。地域の事情い

うのは、もう一度お尋ねします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  例的なものでお願いします。 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  すみません、失礼いたしました。こども

育成課の竹内です。 

  町内に限れば、西と東というそういう部

分ではなくて、どう説明させていただきま

しょうかね。入るときの基準といいますか、

連携施設を、連携できる施設という点があ

るんですが、そこの部分で地域の状況によ

って緩和される部分があると、そういう意

味合いがあると思います。 

  以上です。 

（発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  よろしくお願いします。 

  いやいや、今ここで直接条例的なところ

とは関係ない部分ですので、このまま担当

者のほうに、後ほど、高尾委員お伺いした

いということですのでお願いいたします。 

  ほかございますでしょうか。 

  ないですか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  では、質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。本件は原案の

とおり可決と認めることに賛成の方は挙手

願います。 

（全員挙手） 

○委員長（秋元美智子君） 

  挙手全員であります。よって第２８号議

案は原案のとおり可決されました。 

  第２９号議案、豊能町特定教育・保育施

設及び特定地域型保育事業並びに特定子ど

も・子育て支援施設等の運営に関する基準

を定める条例改正の件を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  それでは、第２９号議案、豊能町特定教

育・保育施設及び特定地域型保育事業並び

に特定子ども・子育て支援施設等の運営に

関する基準を定める条例改正の件につきま

して御説明いたします。 

  なお、本町におきましても国の基準制定

に基づき平成２６年度にこの条例の制定を

しましたが、現在のところ本条例に該当す

る特定地域型保育事業の事業所はございま

せん。 

  それでは、議案書１５ページから１６ペ

ージ、概要説明書及び新旧対照表も併せて

御覧ください。 

  提案理由は、特定教育保育施設及び特定
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地域型保育事業並びに特定子ども・子育て

支援施設等の運営に関する基準の改正に伴

い、所要の改正を行うものです。 

  それでは新旧対照表にて御説明させてい

ただきますので御覧ください。 

  １ページの第４２条第４項第１号中、児

童福祉法第２４条第３項の次に、同法附則

７３条第１項の規定により読み替えて適用

する場合を含む、を加えております。 

  具体的な内容につきましては、特定地域

型保育事業者は満３歳となる幼児について

連携協力を行う者を適切に確保しなければ

なりませんが、満３歳を超えても保護者の

希望があり、必要な教育、保育が提供され

る場合は引き続き利用できることを定めて

います。改正により、満３歳以上が入所す

る施設を市町村が調整するに当たり、連携

施設を確保する期間を当分の間とする経過

措置が明記されたものです。 

  その他、法改正による文言の整理を行っ

ています。 

  なお、施行は公布の日からとしておりま

す。 

  御説明は以上でございます。御審議いた

だき御決定いただきますようよろしくお願

いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  これより、本件に対する質疑を行います。 

  ございませんか。 

  ちょっと１点、委員長のほうからお聞き

したいんですけど、３歳連携でいくことに

なってそれが今度そのままいけるってこと

ですが、４歳、５歳というとこまで認めて

もらってるでしょうか。町には関係ないけ

れど、その辺りどうなってますでしょうか。 

  お願いします。 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  おっしゃられたとおり、５歳まで利用は

可能というふうになります。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。本件は原案の

とおり可決と認めることに賛成の方は挙手

願います。 

（全員挙手） 

○委員長（秋元美智子君） 

  挙手全員であります。よって第２９号議

案は原案のとおり可決されました。 

  続いて、第３２号議案、令和３年度豊能

町一般会計補正予算（第２回）の件（関係

部分のみ）を議題といたします。 

（発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  入江こども未来部理事、お願いいたしま

す。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  おはようございます。こども未来部、入

江でございます。 

  それでは、第３２号議案、令和３年度豊

能町一般会計補正予算の件につきまして、

私、教育総務課兼務しておりますので教育

総務課の関連部分について御説明させてい

ただきます。 

  まず、歳出から御説明いたします。 

  補正予算書１０ページをお開きください。 

  款１０・教育費、項１・教育総務費、目

２・事務局費の説明欄の２．学校園管理事

業でございます。ここの歳出、業務委託料
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でございますが、これは過去の学校施設の

改修等の際に出た高濃度ＰＣＢの処分に係

る業務委託料を計上しております。この予

算につきましては、昨年９月補正予算でも

計上し、令和２年度内に処理する予定であ

りましたが、処理事業者の受入れ態勢が整

わず令和２年度に処理することができませ

んでした。令和３年４月上旬に処理事業者

から処理の通知がありましたので、改めて

補正予算を再度計上させていただいた次第

でございます。 

  次に同じ説明欄の１３．小中一貫校施設

整備事業でございます。これの細節・業務

委託料でございますが、東地区の小中一貫

校施設整備工事１期分の工事管理の業務委

託料を計上しております。 

  次に、１４．工事請負費でございますが、

先ほど御説明いたしました東地区の小中一

貫校施設整備工事費を計上しているもので

ございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

  はい、どうぞ。竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  では、こども育成課の関連部分について

御説明させていただきます。 

  補正予算書１１ページをお開きください。 

  款１０・教育費、項４・幼稚園費、目

１・幼稚園管理費の説明欄５．ふたば園運

営事業の１２．業務委託料でございます。

これは現在、認定こども園ふたば園で保育

士、幼稚園教諭が不足しておりますので、

保育士、幼稚園教諭派遣に係る業務委託料

として４１５万9,０００円を計上しており

ます。なお、保育士、幼稚園教諭の派遣は

１名を予定しております。 

  歳出の説明は以上でございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  それでは次に、歳入について御説明いた

します。 

  補正予算書８ページをお開きください。 

  款１６・国庫支出金、項２・国庫補助金、

目５・教育費国庫補助金、節１・事務局費

国庫補助金、細節７・学校施設環境改善交

付金でございます。これにつきましては、

歳出の１０ページのところの事務局費で御

説明いたしました東地区の小中一貫校施設

整備事業に対する国庫補助金でございます。 

  歳入の説明は以上でございます。 

  続きましてですね、資料として昨日の全

員協議会で配付いたしました東地区の小中

一貫校施設改修工事の資料をですね、再度、

改めて説明させていただきます。 

  資料１を御覧ください。 

  資料はですね、Ａ３サイズ２枚で配付し

ております。 

  １枚目は工事費に関する資料でございま

す。令和２年１０月の臨時議会で、東西地

区それぞれ小中一貫校の基本実施設計の予

算を認めていただいた際、全員協議会でお

示しした事業費の資料のうち、東地区の小

中一貫校の整備内容のみを抜粋し、令和３

年６月現在で見込んでおります工事費と比

較した資料でございます。２枚目につきま

しては、今回６月補正予算で計上しており

ます工事の主な内容や整備箇所を図面で示

した資料でございます。 

  それでは、資料１を御覧ください。今回、

６月補正予算で計上しております工事予算

は、資料の②の欄、二重線で枠で示してお

ります。令和３年度１期工事として合計１

億6,４５７万9,０００円でございます。今

回の補正予算は、主に令和４年度より東能

勢小学校５年、６年生を東能勢中学校で受

け入れるための改修工事に関係した予算で
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ございます。この表の上の項目につきまし

ては令和３年度の１期工事、令和７年度の

２期工事、１期と２期を合計した全体工事

費、工事費の総額の増減の内容を記載して

おります。 

  令和７年度２期工事と全体工事費の欄に

未定稿と枠囲みで記載しておりますのは、

令和７年度２期工事についてはまだ基本設

計や実施設計が完了しておりませんので、

まだ詳細な工事費が算出できていないこと

から未定稿と記載をしております。また２

期工事は、令和２年１０月にお示しした、

未定稿でお示しした概算の整備を基本その

まま用いております。２期工事から１期工

事へ前倒しする項目についてのみ工事費の

調整させていただいております。 

  さらに表の、その表の下の黒丸の令和３

年度補正予算では、今回の補正予算で計上

しております歳出予算、及びそれに関係し

た財源内訳を記載しております。 

  表の上の全体工事費⑦欄の増減でござい

ますが、今回、令和２年１０月時点では１

期と２期合わせて合計２億5,７００万円で

お示ししておりましたが、今回の補正予算

で計上しております１期工事で更新します

と、全体工事費が２億8,８００万円、約２

億8,８００万円となり3,１００万円程度の

増額となっております。 

  その主な内容について御説明いたします。 

  今回、実施設計で詳細に検討していく中

で、第１期工事で追加した工事と当初想定

した２期工事の一部前倒しをしている工事

がございます。 

  それでは、整備内容に従いまして、上か

ら順番に御説明いたします。 

  まず１つ目、１行目ですね。既存校舎改

修北館、南館内部改修の項目でございます。

今回、１期工事では8,８８８万9,０００円

で見込んでおり、全体工事費では、令和２

年１０月と比較して2,０４９万4,０００円

の増額となっております。主な増額内容に

つきましては、当初見込んでいなかった校

舎の多目的トイレの改修、手洗い場の設置

を追加したことによる増でございます。ま

た２期工事で予定をしておりました教室の

空調を一部前倒しをしております。 

  次に、一つ飛びまして体育館の改修の項

目でございます。今回１期工事では7,４２

８万2,０００円を見込んでおります。全体

工事費では、令和２年１０月と比較して８

９４万5,０００円の増額となっております。

これは、空調の設備を詳細に検討した結果、

室外機設置場所における防音壁の設置や、

既存の駐輪場の撤去などに係る費用が増額

になったことが主な要因でございます。ま

た２期工事からの前倒しでは、バスケット

ゴールの改修とコートライン、これは床に

引くラインでございます、の引き直しを見

込んでおります。 

  次のプールの項目につきましては、令和

２年１０月時点では１期工事で予定した改

修を２期工事に先送りしております。今回

の補正予算には計上しておりません。 

  最後に外構についてでございますが、今

回１期工事で１４０万8,０００円を新たに

追加しております。全体工事費では、令和

２年１０月と比較いたしまして同額の増額

となっております。これは小学生対応とし

て、屋外にある既存の階段に新たに手すり

を設置するものでございます。 

  以上が、全体工事費の主な増減の要因で

ございます。 

  また、下の表では今回の改修に係る予算

額と財源内訳を記載しております。歳出総

額といたしましては、工事費１億6,４５７

万9,０００円、工事管理費４８５万1,００

０円、合計１億6,９４３万円を計上してお

ります。 
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  財源内訳としては、国庫補助金が2,０１

０万1,０００円、地方債が１億3,１８０万

円、残りの1,７５２万9,０００円が一般財

源となっております。 

  国庫補助金につきましては、令和２年１

０月の時点では府に問い合わせると、その

時点では令和３年度の１期工事の補助金に

係る、国、府の協議をするのは難しいとい

う説明を受けておりましたが、今年度に入

って国の予算の状況により、１期工事の一

部が国庫補助の対象となる見込みとなり、

今回計上いたしております。 

  また地方債につきましても、令和２年１

０月時点では体育館が避難所であることか

ら、防災減債の地方債の財政措置の活用を

想定しておりましたが、今回そのほかに財

政措置のある地方債を新たに見込んでおり

ます。これらの財政措置により、現時点で

は、東地区の小中一貫校の全体工事費で約3,

０００万円の増となっておりますが、今回

の国庫補助金では約2,０００万、地方債で

は約１億3,２００万円を計上しております

が、後年度その償還に対し6,０００万円程

度の財政措置を見込んでおり、合わせて8,

０００万円程度の財政措置を見込んでおり

ます。 

  その地方債の内訳につきましては、下の

表の財源措置の表の横に、右下のところに

記載をしております。 

  次に、１期工事の改修場所について御説

明します。説明につきましては、千歳保幼

小中再編整備室長のほうから説明いたしま

す。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  おはようございます。教育総務課、千歳

です。 

  私のほうからは、改修工事の場所、内容

について御説明いたします。 

  資料２、東地区小中一貫校施設改修工事

第１期工事、工事概要図を御覧ください。 

  東能勢中学校の配置図となっております。

左の上が校舎の１階、右上が２階、左下が

３階、右下が施設の配置図でございます。 

  今回の改修部分を斜線で表しまして、矢

印によりそれぞれの改修内容を示しており

ます。 

  また、校舎における各部屋の名称につき

ましては、今現在中学校で使用している部

屋の名称を記載しております。また２階部

分を小学１から４年生、３階部分を小学５、

６年生、中学校１から３年生で教室のほう

を想定しております。 

  よろしくお願いいたします。 

  では、改修内容について御説明いたしま

す。最初に校舎１階から３階全てに共通す

る改修としまして、それぞれの階の平面図、

真ん中部分にあるトイレの改修を行います。

便器を和式から洋式に、湿式から乾式に改

修いたします。この中で多目的トイレにつ

きましては、先ほど事業費について御説明

いたしました際に申しましたとおり、追加

で改修を行うものでございます。 

  階段手すりにつきましても、１階から３

階までの校舎内の階段及び校舎から体育館

の間にある階段、校舎から運動場に降りる

階段に、小学生対応用の手すりを設置いた

します。手すりを設置することにより小学

生の階段昇降時における安全性を確保いた

します。さらに、老朽化している一部の手

すり改修、廊下及び階段の床の張替えも併

せて行います。中でも、配置図の右下で示

しております校舎と体育館の間にある階段、

校舎から運動場に降りる階段の手すり設置

については、今回追加で改修を行うもので

ございます。 

  次に、北館２階と３階の左の普通教室、

南館２階の支援教室、計４室にエアコンを

設置いたします。ローマ字でＡＣと書いて
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あるのが、エアコンのことでございます。 

  さらに普通教室につきましては、黒板を

上下可動式のもの、黒板灯をＬＥＤに改修

するとともに、内部塗装を行い、北館２階

普通教室の前には手洗い場を設置いたしま

す。なお、北館２階の手洗い場につきまし

ては今回追加で改修するもので、３階左の

普通教室、支援教室のエアコンの設置につ

きましては、２期工事で予定していたもの

を前倒しして行います。 

  校舎内の改修については以上となります。 

  次に、配置図右下の体育館についてです

けれども、猛暑対策としまして、また避難

所に指定されているということから空調設

備を設置いたします。 

  また、現在中学生対応でありますバスケ

ットゴールを上下可動式のものに改修し、

小学生にも対応できるものとするとともに、

床に引かれていますコートラインの引き直

しを行います。バスケットゴールとコート

ラインにつきましては、２期工事で予定し

ていたものを前倒しで行います。 

  今回の改修内容としては以上となります。 

  資料の説明は以上です。よろしくお願い

いたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  ありがとうございます。 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  井川です。 

  国の補助金を使えるようになったという

朗報でよかったなと思う反面、例えばです

ね、あの施設を学校として使わなくなった

ときにその補助金って、例えば借りてしま

ったら１０年間はそのまま使い続けなきゃ

いけないよということがあったりするもの

だと思うんですけど、その点はどのように

考えてらっしゃいますか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  おっしゃっているのは、例えば東能勢小

学校が、例えば使わなくなったとかそうい

うことですかね。 

（発言する者あり） 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  中学校ですか。 

  補助金の適正化法といいますか、返還に

ついての御質問だと思うんですけど、一般

的には約１０年ほどは使用するというとこ

ろが一般的な考えとしては言われておりま

すが、例えばその１０年以内に、例えば使

わないとなったときは、その次の用途が何

であるかによって国のほうも対応が異なり

ます。例えば、民間に売却するとかそうい

う場合は当然返還を求められるというよう

な考えでありますが、その辺の、例えば学

校、例えば教育施設でありますとかその辺

は使用用途に応じてですね、国の対応も異

なっておりますので、それはその都度です

ね、次の用途が決まったときに協議にして

くださいということを言われております。

なので対応については、その次の用途がも

し決まったときに、実際協議を行うという

ような形で考えております。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  すみません、たらればで申し訳ないんで

すけど、例えば１０年以内に子どもがとて

も減って、やっぱり西のほうにみんなで行

かなきゃいけないというときに、そこの施

設をですね、例えば役場の施設とあと生涯

教育の一環として、例えば中央公民館の機

能を持たせるとかいうと、それは教育にな
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るのでそのまま補助金は返さなくていいよ

というようなことになりますか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江です。 

  おっしゃってる内容で例えば教育的な施

設で使うとか、庁舎はちょっと、目的がち

ょっと違うかなとは思うんですけど、その

辺はですね、今はっきりしたことが言えま

せんが、教育的な施設であれば返還につい

ては弾力的な対応が得られる可能性は高い

と思っております。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  ほかございますでしょうか。 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  あとですね、階段の改修というのが小学

生と中学生一緒にするときにかなりお金が

いるというところが、例えば手すりででき

るようになったと。できるようになったん

ですね。 

○委員長（秋元美智子君） 

  校舎内も。 

○委員（井川佳子君） 

  校舎内も外もそうなんですけど、階段の

高さが多分、中学校と小学校が合わないよ

と。小学生を入れるときに大変な工事がい

るみたいな話を前は聞いたことがあって、

今回は手すりで対応できるということなん

ですけど、その辺りをもう少し詳しく御説

明いただきたいです。 

○委員長（秋元美智子君） 

  千歳教育総務課主幹。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  教育総務課、千歳です。 

  建築基準法上、手すりの設置を行うこと

によりまして小学生でも対応できるという、

施設的には満たしているというような形に

なっております。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  それは、屋外も屋内もそれはいけるとい

うことですね。 

  お願いいたします、もう一度。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  はい、おっしゃるとおりでございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

  千歳教育総務課主幹。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  追加なんですけれども、現在、７５セン

チの手すりが中学生対応としてついており

ますが、そこから５センチから１０センチ

下げた手すりをつけることによって対応で

きるというふうな形になっております。 

  すみません、追加でもう一つ言わせてい

ただきます。 

  階段の高さ１７センチですので、先ほど

言いました手すりの設置でいけるというふ

うに考えております。 

  以上です。 

（発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  はい、どうぞ。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  すみません、何度も申し訳ございません。 

  階段の高さなんですけれども、１８セン

チ以下というような形になっておりまして、

今、中学校のほうが１７センチという高さ

になっておりますので手すりの設置でいけ

ます。 

（発言する者あり） 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  小、中両方、１８センチになっています。 

○委員長（秋元美智子君） 

  ちょっと休憩いたします。 

  どうぞまとめてお願いいたします。 
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（午前１０時１０分 休憩） 

（午前１０時１０分 再開） 

○委員長（秋元美智子君） 

  では、再開いたします。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  教育総務課、千歳です。 

  何度も申し訳ございません。 

  小学生の場合は１６センチ以下、階段の

高さというのはなっておるんですけども、

中学校のほうが今、１７センチですので手

すりのほうを設置して対応するという形に

なります。 

○委員長（秋元美智子君） 

  それでよろしいですね、はい。 

  ほかございますでしょうか。 

  小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

  １１ページのね、幼稚園、何て書いてあ

んのかな、幼稚園管理費かな。人材派遣で

すよね。保育士の要するに人材派遣という、

派遣会社にお願いするわけよね。ここにあ

る４１５万9,０００円かな、なってるこれ

はその派遣される保育士の給料に当てられ

る分と、向こうの手数料と、ということや

わね。手数料だけじゃないですよね。 

○委員長（秋元美智子君） 

  どういう質問ですか。内訳ですね。 

  小寺委員、内訳。 

○委員（小寺正人君） 

  内訳。 

○委員長（秋元美智子君） 

  内訳ですね。 

  お願いいたします。竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  おっしゃられた４５９万円は、その派遣

元の会社に支払う委託料、だからそこで実

際来られる方のお給料というのは向こうの

会社が払われる。 

○委員長（秋元美智子君） 

  訂正、金額訂正です。４１５万9,０００

円。 

（発言する者あり） 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  すみません。こども育成課、竹内です。 

  ４１５万9,０００円です。失礼いたしま

した。 

○委員長（秋元美智子君） 

  小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

  要するに、保育士に当てられる給料を含

んでいると、そういうことやね。 

  それと、そもそもが派遣会社に派遣を委

託するというそのメリットがあるはずです

よね。あるからやってると思うんだけど、

どういうメリットを見込んでいるんかな。 

○委員長（秋元美智子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  保育士さん等を募集するときは、会計年

度任用職員さんでも募集をしておるんです

が、派遣会社から来られる方というのは、

やはりいろいろこれまでいろんなところで

お勤めになっておられててスキルも高いと

いう方が多いです。ですので、来ていただ

く際のメリットと言えば、来てすぐにもう

即戦力として御活躍いただけるというとこ

ろがあります。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

  即戦力であると、あえて教育を施す必要

がないと、そういうことやね。 

  それと当然、その派遣された人が何かの

事由で、例えば交通事故を起こして休みは

ると言ったら、その派遣会社はその人の代
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わりに送ってくれると、そういうメリット

があんねんね。 

○委員長（秋元美智子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  委員のおっしゃられたとおり、派遣元の

事情で何らかの形で来られなくなった場合

は、代わりの方をまた派遣していただくと

いうふうな契約にはなっております。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

  ついでに１０ページのね、先ほど教育総

務費の旧双葉保育所に何か置いてあるんで

すか。なんかＰＣＢの未処理のまま残って

る、そういうようなことをおっしゃってる

ように聞こえたけど、何が残ってるんです

かね。 

○委員長（秋元美智子君） 

  もう一遍お願いします。 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  これはですね、過去の学校等の工事の際

に出たＰＣＢですね。ポリ塩化ビフェニル

ですかね、そういう物でございます。これ

はですね、大阪府がこういうＰＣＢ出た場

合は、府に届け出て処理をするという形の

制度になっております。 

  現在、うちのほうも工事の際に出ました

ので大阪府に届け出て、処理の順番待ちと

いいますかそういう形になっておりました。 

  なので今回、昨年度、本来であれば処理

事業者からの連絡を受けて処理する、適切

に処理する予定でございましたが、処理量

が多いのかちょっとそれは分かりませんが、

通知が遅れておりまして、年度内に処理で

きなかった。昨年度内に処理できなかった

ので、その通知が４月になってきたもんで

すから、再度、昨年度予算は流させていた

だいた上で、今回改めて高濃度のＰＣＢの

処理をする予算を上げさせていただいたと

いうことでございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

  要するに、その残ったままになってると

いうことですけど、その残ったままになっ

てる物は何ですか。 

（発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  分かりましたかしら。 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江です。 

  主にコンデンサーですね、その中に、そ

ういう含有されているという形です。 

  例えば、蛍光灯の一部そういうもんにも

含まれている場合もございますので、そう

いう物が出ているというようなものでござ

います。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  よろしいですか。 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  町内全ての公共施設等で蛍光灯とか、変

圧器はどうか分かりませんけれども、ポリ

塩化ビフェニル、旧双葉保育所の中で保管

されているいうことなんですけれども、町

内全てのやつを全てこの１か所で現在保管

されているという認識でいいんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 
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  こども未来部、入江でございます。 

  全庁的には、ここに一元化されてるかど

うか、ちょっとそれはこちらほうで全体を

把握していないんですが、教育総務課で所

管した工事で出た分について、そういう形

でまとめて保管させていただいているとそ

ういう形でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  どうぞ、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  これ管理責任者ということであるんです

けども、この管理責任者の方はどなたがさ

れているんですか。管理責任者。 

○委員長（秋元美智子君） 

  前、口挟みますけど、シルバー人材セン

ターも置いてまして順番待ちで待ってると

いうふうなことを聞いてましたので、やっ

ぱりどこが管理しているかっていう今の質

問では、すぐお答え。 

○委員（永谷幸弘君） 

  町であれば豊能町、どなたかが管理して

いるはずなんです。 

○委員長（秋元美智子君） 

  課があると思いますが。 

○委員（永谷幸弘君） 

  名前ちゃんと書いてあるはずなんですけ

ど、まあ教育委員会が知ってるか分からな

いんですけど。 

  その点については、その方が全てのやつ

を掌握しておかないと駄目なんですけどね。

今、もし分からなかったら結構なんですけ

ども、その方がしっかりと管理されていて、

先ほどコンデンサーと、変圧器あるかどう

か分かりませんけれども、これ今回の処分

で全て教育委員会としては、全て終了とい

う認識でいいんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  教育委員会で所管している分については、

今、今回処理するものが高濃度ＰＣＢは全

てと把握はしております。 

  以上です。 

  あと、低濃度の分についてはまだ若干ま

だございます。これについてはですね、ま

た現在、幾らか保管しておりますがまたそ

の時期を見て、処分をしていきたいと思っ

ております。 

  以上でございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

  よろしいですか。 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  たしか令和９年３月３１日までに自ら処

理するか、委託でするとなってるんですけ

ども、それは明確に期限決まってますので

それに向かってやっていかなあきませんの

やけども、全庁的にね、教育委員会だけは

これ知ってますという。ほかのところは知

らないという。それは教育委員会に言うた

ん違いますよ。町長、その辺はどうなんで

すかね。 

○委員長（秋元美智子君） 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  お尋ねのですね、管理責任者は誰かとい

うのは、私、町長という形になります。 

  今回、今報告を受けているのはこれが残

ってるということで、トランス関係、コン

デンサー関係で安定器の中に入ってる、い

わゆる絶縁体、そういう中に含まれている

ものであるということで確認をしておりま

すけれども、改めて全庁の中であるかどう

かはちょっとお時間を頂いて調べさせてい

ただけますでしょうか。 

○委員長（秋元美智子君） 
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  はい、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  全庁にあるか、まあついてるやつはしょ

うがないですけどね。撤去した場合のコン

デンサーは当然あるんですけど、そのほか

についても恐らく金属製の漏液しないよう

に金属製の箱みたいなやつなのか、よく分

かりませんけれども、そういう形で保管さ

れていると思うんですけども、全庁的にど

んだけあるかというのはやっぱりしっかり

把握しておかないと駄目ですよね。各部署

によって知りません、知りません。まあそ

らあるかもしれませんけど、管理責任者、

町長としてこんだけありますとリストが必

ずあるはずなんですけどね。町長自らその

リストをしっかり、こういう質問があった

ときにですね、答弁できるような体制をし

とかないと管理責任者として、やはりちょ

っとまずいんかなと。どこから言われても

こんだけですというように、そのための管

理責任者であって、町のトップとしてやっ

ていく立場なんですけどもね、よろしくお

願いしたいと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ＰＣＢに関しては、ＰＣＢを含有した絶

縁体であるとかというのは法律で規制され

てる。それ以前につくられたものにＰＣＢ

が入ってるということですので、今まで報

告の内容に関しては、それ以前に生産され

たものが残ってるという形になりますので、

基本的には今これで処理ができるというよ

うに聞いておりますけれども、改めて再確

認させていただきたいと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

  また全協かどっかの場であったら報告い

ただくという形でよろしいですか。 

  それでお願いいたします。 

  ほか、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  ふたば園の運営事業で保育士さんなかな

か来ていただかないというお話は、さっき、

こども未来部長のほうから私個人的に聞き

まして、探してくださいという相談を受け

たんですけど。なかなか来れる人が厳しい

状況なんですけども、今回人材派遣で一人

来ていただくんですけども、先ほど答弁あ

りましたけども、よく熟知されているとい

うのは分かるんですけれども、人材派遣す

ればすぐ来はりますわ。結局、よく分かる

ように報酬は聞きませんけれども、かなり

いい待遇で来られるんかなと。当然、人材

派遣会社もそれに対する経費をがばっと取

って、こんだけの値段になってると思うん

ですけどね。 

  あえて聞きますけれども、この４１５万9,

０００円の中の人材派遣に支払う金額、そ

れについてもし分かればですね、お願いし

たいと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

  いかがでしょう。どなたが。 

（発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  内訳を聞かれてます。お仕事される方と

その派遣会社の。 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  申し訳ございません。派遣会社にお支払

いする金額の総額が４１５万9,０００円で

す。 

○委員長（秋元美智子君） 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  これは保育士さんの給料は入ってないと

いうことですね。入ってないんですね。再

度、確認します。 



15 

（発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  どうぞ、竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  この４１５万9,０００円をお支払いして、

そこから派遣会社から派遣される保育士さ

んに派遣会社がお支払いになるということ

で。 

○委員長（秋元美智子君） 

  つまり、これをお支払いして、豊能町の

ほうからは来ていただいたその保母さん、

保育士さんには払わないということですよ

ね。 

  はい、直接お支払いすることはないとい

うことです。その内訳に関してはちょっと

分からんということですね。 

  いかがでしょう、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  分かるでしょ、これ。言えないことです

か。それ、我々が委員が聞くことによって

具合悪いことが出てくるんですか。別に聞

いても構いませんやん、４１５万9,０００

円が何々でって。 

（発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  いや、というか契約のときにそういった

お話は出てますか。その上でお答えできな

いかどうかも含めてお返事願います。 

  行政のほうは分かってらっしゃるけどオ

ープンには、ということなのかどうかも、

ちょっとその辺も分からないのでお願いし

ます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  おはようございます。 

  先ほどの契約金の内訳の件ですけれども、

例えば情報公開請求が出た場合、その積算

根拠をといった場合、当然その内訳書を出

してくれという話になったときには、その

企業のそういう、要するに秘密に該当する

可能性があります。それにつきましては、

実際に本当にそういう情報公開請求が出た

場合に町のほうで審議した上で、最終的に

決定するものなんですけれども、基本的に

こちらの全員協議会というのは、もう今回、

議事録も公開されておりますので、いわゆ

る一般の方が不特定多数の方が御覧になれ

る状況にございます。 

  今の時点で、この内訳というのがその情

報公開の対象になった場合、全てを開示で

きるかどうかというのはちょっと判断でき

ないので、現在のこの状況ではちょっとお

答えできないと考えております。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  分かりました。違う質問にさせていただ

きます。 

  小学校のほうなんですけれども、トイレ

改修ということで和式から洋式、これもう

これで全て分かると思うんですけれども、

ちょっと勉強させてください。 

  湿式から乾式っちゅうのはどういう意味

かお願いします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  御答弁願います。 

  誰か。 

○教育総務課主任（板倉英之君） 

  すみません、私、教育総務課の技師をし

ております板倉と申します。 

○委員長（秋元美智子君） 

  板倉さん、お願いします。 

○教育総務課主任（板倉英之君） 

  よろしくお願いいたします。 

  湿式はですね、今、水洗い、タイル張り

になっておりまして水洗いで清掃していく

というような方法になっているんですが、
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乾式はドライ化といいまして、長尺シート

とかですね、シート張りにして床は、壁も

化粧板貼っていきます。それは水洗いでは

なく、拭き掃除等で対応していくというよ

うな工法になっております。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  はい、お願いします。 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  ありがとうございます。 

  あと、和式から洋式に変える。個数はそ

のままの状況、状態で変えるという認識し

ておりまして、あとこの建物の築年数です

ね。何年当初に建てられて築年数を、まあ

北館、南館ありますけれども、どんだけか

かってるのか、もし分かればお願いします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  今おっしゃってるのは、改修する建物の

建築年度と理解しておりますが、例えば、

東能勢中学校の南館ですが、平成１８年に

建てております。平成１８年築と。北館、

トイレ棟も含めまして平成３年築です。体

育館につきましては、一部増築しておりま

すが、主では昭和４２年築でございます。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  このトイレの部分は北館という解釈でい

いんですね。ということは、平成３年です

から３０年たってるんですけど、今回トイ

レの便器だけ変えますけども、あと排水管

とか給水管につきましては大丈夫かなとい

う気はあるんですが、その辺はどうでしょ

うか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  板倉技師。 

○教育総務課主任（板倉英之君） 

  板倉です。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

  排水管と給水管の調査もいたしまして、

老朽度合いが進んでいる部分に関しては部

分的に改修していくような形で考えており

ます。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  ほかございますでしょうか。 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  ごめんなさい。ふたば園の運営事業に戻

るんですけど、予算のときに聞いた時にで

すね、派遣の先生を雇うと。そしてその方

にはクラスを担任してもらうというふうに

聞いたと思うんです。全協のときに、今、

既に１人派遣の方がいらして、もう１人雇

うための御予算ですよというふうに聞いた

んですけど、まずそれはそれでよかったで

すか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  確認です。 

  お願いいたします。竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  今、人の内訳といいますかにつきまして

は委員がおっしゃったとおりです。 

○委員長（秋元美智子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  ではこの御予算、今の上がっている予算

は派遣１名分と聞いておりますが、何て言

うんですか、その１名分で例えば預かり保

育を３人の人に来てもらって、１名分の給

料で、週２ずつとか週３ずつとかいうふう

にされるのか。あるいは、いえいえ、派遣
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１名を雇ってその方にずっと何かを見ても

らいますよっていう感じで考えてらっしゃ

るのかどっちですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  この方には副担任といいますか、副担任。

担任を持たずに子どものサポーター的な部

分でしていただこうと思っております。 

  以上です。 

  すみません、竹内です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  預かり保育のほうを中心にしていただく

予定です。 

  訂正させていただきます。すみません。 

○委員長（秋元美智子君） 

  副担任どっちなんですか。 

  はい、井川委員か。 

○委員（井川佳子君） 

  派遣と聞くと、とっても確かにね、スキ

ルがあってすぐ率先力というのは分かりま

す。新任とはまた違うのでね。ほかで実績

積んでらっしゃるので。でも、やっぱり派

遣と言ってもいろんな派遣がいらっしゃる

んで、その点ですね、しっかり面接はする

とおっしゃってたんですけど、この方も派

遣会社がこの人お願いしますと一人だけ連

れてくるんじゃなくて、やっぱりその辺り

も町はしっかりね、子どもたちに係る大事

なことなので管理してほしいっていうかし

てほしいんですけどその辺りはいかがです

か。 

○委員長（秋元美智子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  もう既に何名か派遣で来ていただいてい

るんですけれども、その方も実際にまず派

遣会社のほうで十分な面接等をされており

ます。その上で実際、吉川保育所にも来て

いただいているんですが、当時の所長とも

う一度面談、顔合わせという形をしていろ

いろなやり取りをした上で、もうその段階

では来ていただけるような方をいつも派遣

をしていただいております。ですので、今

後このふたば園でお願いする方も同様に、

十分にその人となり、今までの経験等を見

ていただいて派遣をしていただくという方

法をとらせていただこうと思っております。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  井川委員。 

○委員（井川佳子君） 

  ごめんなさい。私の勝手な想像だったか

もしれないけど、予算委員会のときに聞い

たときはね、例えば１名雇うのに５人ぐら

い派遣会社の方から推薦いただいて、その

中からより優れた人を面接するというよう

なイメージを持ってしまった私は違ってた

んですね。 

○委員長（秋元美智子君） 

  確認、お願いします。 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  おっしゃったような５人の中からこの方

をとかそういう選び方といいますか、来て

いただく方法ではありません。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  ほかございますでしょうか。 

  ちょっと待ってください。答弁ですか。

手を挙げてらっしゃるけど。 

（発言する者あり） 
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○委員長（秋元美智子君） 

  千歳教育総務課主幹。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  教育総務課、千歳です。 

  先ほど、永谷委員のほうからトイレの数

なんですけれども、そのままの数と聞いて

おるというようなお話だったんですけれど

も、実際にはですね、男子用トイレの大便

器が１つ減ります。１階から３階まで全て

１つずつ減ります。個数が減ったことによ

りまして個数が足らないのではないか、そ

ういうことも想定しまして児童生徒数の数、

便器の数というところで使用状況に支障が

ないかというシミュレーションは行ってお

りまして足りるということで想定しており

ます。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  ほかございますでしょうか。 

  高尾副委員長。 

○副委員長（高尾靖子君） 

  今のふたば園のところですけれども、こ

れ１年契約ですけれども今後も継続してい

くというそういう方向はあるんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  そのまま自動的な継続ではなくてその

時々といいますか、次年度の配置等を見て

不足する場合はこのような派遣の方をお願

いしようと思っております。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  高尾副委員長。 

○副委員長（高尾靖子君） 

  派遣の方はボーナスというか手当が出な

いというふうなことあるけど、これはもう

契約先のところでの話ですから全く関係な

いいうことでよろしいですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  来られる、派遣で来られる方はそこから

お給料であるとか、あとは社会保険料とか、

交通費とかそういうのを頂かれたり引かれ

たりということになりますので、町からそ

の方に直接交通費を払ったりとかいう費用

はもう発生しません。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  高尾副委員長。 

○副委員長（高尾靖子君） 

  恐れ入ります、この説明書の資料１のと

ころなんですけどね、説明資料、ここに多

目的仕様改修、手洗い設置費ですね。書い

てありますけども、これは手洗いは小学生

が使いますので段階的に高さをこう変える

いうようなことを、そういう工夫されてい

るんでしょうか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  千歳教育総務課主幹。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  教育総務課、千歳です。 

  手洗いの高さにつきましては、小学生対

応の高さとして設置させていただきます。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  よろしいか。 

  高尾副委員長。 

○副委員長（高尾靖子君） 

  段差をつけずに、ただ小学生対応で基準

に合わせた高さということでよろしいです

か。捉え方としては。 

○委員長（秋元美智子君） 

  千歳教育総務課主幹。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 
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  教育総務課、千歳です。 

  高さとしましては、小学生対応の高さに

するんですけれども、やはり小学生、１年

生から４年生までの間で身長のほうも大分

変わってこようかと思いますので、そこは

学校のほうと協議しまして、段差ですね、

段差解消ためのものが必要であればそうい

ったことも今後検討していこうというふう

な話になっております。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  高尾副委員長。 

○副委員長（高尾靖子君） 

  私は、ほそごう学園に見学に行きました

ときにはそういう工夫がしてあって、子ど

もたちが本当にすっと背伸びしないでも対

応できるようなそういう工夫がしてありま

したのでね。先生方も多分いろんなところ

に見学されているので、そういういいとこ

ろはぜひ取り入れて、相談、意見を取り入

れて、使いやすい学校、安心して使える学

校にしていただきたいと思います。 

  これは要望ですので、先生方ね、子ども

の意見をやっぱり取り入れることも大事で

すのでその点お願いしたいと思います。 

  それとですね、教室は今１クラスずつ、

学年１クラスずついうことで設置されてい

るんでしょうか。余裕教室いうのは、それ

ぞれの理科室とかいろいろありますけれど

も、その点、普通教室としては各学年１ク

ラスというそういう単位での設置になって

いるのかどうかちょっとお聞きします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  千歳教育総務課主幹。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  教育総務課、千歳です。 

  教室の数なんですけれども、令和８年の

４月開校の際の生徒数の見込みというとこ

ろから、各学年１クラスということで普通

教室は９つで予定しております。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  高尾副委員長。 

○副委員長（高尾靖子君） 

  コロナ禍がいつまで続くか分からない今

状況ですよね。そういう中で自然減になっ

ていっている豊能町のこの生徒児童数です

ので、増えるいうことは、私は見込みたい

んですけれどもね。まちづくりが本当にひ

とつ徐々に成功していければ、小学生、中

学生も増えていくと思うんですけれども、

しかしコロナ禍での対応としては教室が、

余裕教室も必要じゃないかということをす

ごく考えるんですけれども、その点につい

てはそういう場合はどこかを普通教室にす

るとか、そういう工夫は考えておられるん

でしょうか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  教育長の森田です。 

  すみません、学校のいろんな配置等につ

きましては、一応、基本は今ある校舎、運

動場をできるだけ有効活用するというよう

な形で学校と調整を進めております。そし

て、約半年間の間に、どの場所にどういう

教室を持っていくかというようなことを調

整をいたしました。 

  今、御指摘のあります余裕教室、例えば

少人数指導をやる場合どうするかというよ

うなことにつきましては、例えば技術教室

の１つをパーティションで区切って、そし

てそういうものに充てるとか、多目的ホー

ルを充てるとか、それから例えば３階の平

面図にあります学習室というのがあります

が、ここは英語教室にするとか。小中一貫

教育に必要なスペースも確保していこうと。

ランチルームにつきましては調理室を使お
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う。そんなふうな工夫もしながら教室の配

置を考えて、調整を進めておるところでご

ざいます。 

○委員長（秋元美智子君） 

  高尾副委員長。 

○副委員長（高尾靖子君） 

  その辺は柔軟に対応できるようにね、ぜ

ひ考えていっていただきたいんですけれど

も。これは要望ばっかりいけないんですけ

れども、多目的の部屋がこれね、設置され

ておりますけど、これは小体育館的な利用

の活用もできるというような形の多目的な

んですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  千歳教育総務課主幹。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  教育総務課、千歳です。 

  そのような、おっしゃるようなことも想

定しながらつくっていく予定でございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

  よろしいでしょうか、ほか。 

  なければ。 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  体育館について昭和４２年築造というこ

とで、もう５４年たってるんですけれども、

当然耐震化は済んでるという認識でおりま

すが。あと防水もこれ済んでるんですね。

体育館の防水は。 

○委員長（秋元美智子君） 

  防水工事、後からかな。 

○委員（永谷幸弘君） 

  防水工事、これからですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  これからじゃない、計画では。 

○委員（永谷幸弘君） 

  それについてお願いします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  防水、後じゃなかった。防水、２期と思

ってたけど、ちょっとお答え願います。 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  平成２５年に防水の工事をやっていると

いう、今ちょっと確認取れました。 

  現在、大きな雨漏り等はございませんの

で今回の工事には含めておりません。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  今回の改造とはちょっと違うんですけど

も、２階平面図のですね、左側の美術・図

工教室のところ、これ外側に出れるんです

ね。右のほうもそう、多目的ホール。これ

非常口なんですか。また、あとすみません。

３階からいったら両側あって、２階へあっ

て、１階は何も、階段も何もないんですけ

ど、これはどういうものなのかをお聞きし

たい。 

○委員長（秋元美智子君） 

  避難経路みたいですね。 

（発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  千歳教育総務課主幹。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  教育総務課、千歳です。 

  避難経路確保のための非常口となってお

ります。 

○委員長（秋元美智子君） 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  ３階の左側に四角いバツありますね。上

のほうに、非常口のところにね。そこから

はしごを下げて２階まで降ります。これは

右のほうも同じような形になってるんです

よね。ほんで、２階からまた四角い、載っ

てませんけど、またはしごかけて下へ降り
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るというそういう解釈ですかね。 

○委員長（秋元美智子君） 

  板倉技師。 

○教育総務課主任（板倉英之君） 

  はい、そういう解釈で。すみません、２

階部分は今、図面上、四角囲みのバツが消

えてるんですが、おっしゃられるとおり、

非難ばしごが設置しておりまして上下で、

下に下るような形で避難経路となっており

ます。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  どうぞ、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  今回、エアコン４台つけていただいて快

適な授業できると思うんですけれども、こ

れも高尾さんと一緒で要望になるんですけ

ど、熱中症対策としてよく使われているの

がドライミストシャワー。これを何とか、

運動場で運動した小・中学生ですね、１階

のちょうど正面のところから入ってくると

思うんですけど、その辺にドライミストシ

ャワーをつけて、熱中症対策したらどうか

なという。一般質問みたいになってますけ

れども、その要望をお願いされてますんで、

今後の対策でよろしくお願いします。 

  以上でございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

  要望、質問、質問ですね。 

  はい、要望は要望でお願いいたします。 

  高尾副委員長。 

○副委員長（高尾靖子君） 

  １階に職員室がありますが、先生が増え

るわけですけれども当然ね。そこでこの教

職員室は同じ広さでいくということなんで

すか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  千歳教育総務課主幹。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  教育総務課、千歳です。 

  おっしゃるように職員の数も大分増えま

すので、このままの職員室の今の大きさで

は恐らく足らないと思いますので、今、既

存施設内の広げられるような形を考えてお

りまして、もし広げられない、これは調査

してからなんですけれども、広げられない

ようでしたら増築というような形でも検討

を進めてまいりたいと思っております。 

○委員長（秋元美智子君） 

  え、増築あるの。それはないでしょ。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  すみません、令和４年度に関しましては

このままの形になります。 

○委員長（秋元美智子君） 

  今、増築と、そうなるとこの資料１のほ

うにもそういった予算的なものというのは、

うたわれているんでしょうか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こども未来部、入江です。 

  先ほど、千歳主幹が言いました職員室の

増築部分については、２期工事、そのとき

にですね、このときは１年から４年も全て

降りてきますので、今のスペースでは手狭

になるということで、増築をこの事業費の

中で検討しております。 

  令和４年のときはですね、全部が降りて

くることではございません。５、６年の担

任等々、あと何名かは受入れはしていかな

いといけないと思いますけど、現状の職員

室のスペースでそれは対応可能という認識

をしております。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  どうぞ、高尾副委員長。 

○副委員長（高尾靖子君） 

  ぜひそういう対応をしていっていただき
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たいと思うんですね。小学生、中学生が職

員室にやはり訪ねてくることが多くあると

思うんですね。そういうときに入り口とし

て、どういうふうな対応をするのかね。カ

ウンターでするのかとか、いろいろ、ほそ

ごうも工夫してありましたけれども、そう

いうところでのきちっとした個人情報とか

そういうこともあるでしょうし、そういう

対応がきちっとできるようなところをね、

細かくやはり進めていっていただきたいと

思うんですけど。 

  図書室と保健室は、１つずつということ

を言われてたんですけれども、これも別に

拡張するいうことではありませんか。拡張

はされませんか、全く。人数が増えること

によってやはり必要になるんじゃないかと

思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

  高尾副委員長の質問とあわせて、拡張す

る部分がもしあるならば併せてお答え願い

ます。 

  職員室は分かりました。ほかで。 

  千歳教育総務課主幹。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  教育総務課、千歳です。 

  令和３年度につきましては、増築等とい

うのは考えていないんですけれども、令和

７年度に向けまして、特に図書室に関して

は蔵書数増えますので、それで図書の蔵書

をする図書保管庫をですね、これをどこか

に増やしていかないといけないというよう

なことは考えております。 

  保健室は今のところ、保健室に関しては

１室でというような。中をパーティション

で区切ったりだとか、そういう工夫で何と

かできないかというような形で検討を進め

ております。 

  あとですね、今増築を考えておりますの

が更衣室になります。普通教室の数が増え

ますので、更衣室の場所をどこに持ってく

るかというところで、更衣室に関してはど

こかに増築できないかというように考えて

はおります。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  それはそちらの、今あれですけども、予

算の中に入ってるという理解でよろしいで

すね。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  そうですね、第２期工事の中で見込んで

おります。 

○委員長（秋元美智子君） 

  予算に入っているということですね。 

  ほかよろしいですか、はい。 

○副委員長（高尾靖子君） 

  プールは現在の使って可動式にしていく

という方向なんですね。ちょっとその確認

をします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  千歳教育総務課主幹。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  教育総務課、千歳です。 

  プールに関しましては深さの問題ありま

すので、底上げという方法で対応を考えて

おります。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  ほかいいですか。 

  私のほうからちょっと３点ほどお聞きし

たいんですが、まず１年生、先の話ですけ

どね、１年生から４年生のその２階の部分、

教室足りないんじゃないかといったときに、

被服室をたしか２期工事で普通教室に変え

たいという答弁だったと思います。そうな

った場合、被服室がどこに移転されるのか

１点お尋ねします。 

  それと、なぜこれを今回一緒に、その被

服室の関係かと思いますけどもしなかった
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のかなということも併せてお答えください。 

  それとですね、学童の計画が２期で上が

ってますね。5,３００何がし。この学童の

保育施設というのは、どこを計画されてい

るのか。 

  あともう１点、ここの補正予算、今回の

財政の内訳ありますけども、スタートした

場合に毎年返済幾らぐらいで、何年かとい

う、この３点お願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  千歳教育総務課主幹。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  教育総務課、千歳です。 

  まず１点目、被服室に関してなんですけ

れども、２階の部分にですね、１から４年

生の教室を確保するという形で被服室の移

動というのを考えております。今現在まだ

計画中ではあるんですけれども、被服室に

関しましては１階平面図の右上のほうにあ

りますこの技術教室ですね、こちらのほう

を改修をして場所のほうの確保をしようと

考えております。 

  ２点目の学童保育の場所についてなんで

すけれども、これにつきましては、今現在

どこの場所に設置するかということを考え

て検討しておりまして、学校の先生とかで

すね、そういったところにどの場所という

のが一番いいのかというところを検討加え

ながら場所のほうを決めていきたいという

ふうに考えております。 

  私のほうからは以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  山内行財政課長。 

○行財政課長（山内 拓君） 

  おはようございます。行財政課、山内で

す。 

  償還金額と期間なんですけれども、補正

予算書４ページの地方債補正の変更のとこ

ろの小中一貫校施設整備事業債のほうで、

償還期間３０年、据置期間５年で予定して

おります。 

  償還金額につきましては、ちょっと借入

先と借入利率ありますのでちょっと試算の

ほうはしておりません。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  分かりました。ありがとうございます。 

  さっきの技術教室なんですけども、そう

すると逆に手狭になりませんか。これはこ

れで。 

  それと学童施設は、この敷地内のどこか

というお考えで、新たに建てるという理解

をさせていただいてますが、まずそれで。

その２点だけをお尋ねします。 

  お願いします。千歳教育総務課主幹。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  教育総務課、千歳です。 

  まず学童保育の件なんですけれども、敷

地内で場所を考えております。 

  あと先ほどの手狭になるというようなお

話なんですけれども、これまだあくまでも

計画段階なんですけれども、電子情報室と

技術教室というのがあるんですけれども、

ここのところの部屋の区切りをちょっと変

えまして、電子教室をちょっと狭めてこの

電子教室と技術教室の間にある、これ保管

場所になっておるんですけども、この場所

とかをずらして技術教室を２つに区切って

というような形で今現在は検討を進めてま

いっております。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  どうぞどうぞ、高尾副委員長。 

○副委員長（高尾靖子君） 

  私、ずっと給食室ね、調理室を設置する

ように言ってきておりますけれども、やは

り東西きちっとそういう格差のないところ

でですね、令和８年度まで国へ言って、予
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算を要求して出していただけるような方向

で、ぜひ給食室、調理室を設置に向けて頑

張ってもらいたいと思います。これはもう

要望でしかありませんけど、それは必要性

があると思いますのでよろしくお願いしま

す。 

○委員長（秋元美智子君） 

  ほかございますか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  ないですか。ちょっと１点だけ確認させ

てもらいたいんですけども、よろしいでし

ょうか。 

  先ほどの２期の工事というのは、今の説

明をお伺いすると、この１階の部分の技術

教室とか電子情報室とか理科室の辺りの結

構な、大規模、大規模とは言わないのかも

しれないけど配置変換と、併せて職員室の

隣の増築、それと２階の被服室を普通科に

変える。主にこの点での理解として受け取

らせてもらいますがよろしいでしょうか。 

  千歳教育総務課主幹。 

○教育総務課主幹（千歳あや乃君） 

  教育総務課、千歳です。 

  はい、先ほど委員おっしゃられたような

形で考えております。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  ほか質問ございますでしょうか。 

  なしですか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  質疑終結してよろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  それでは、質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。本件は原案の

とおり可決と認めることに賛成の方は挙手

願います。 

（全員挙手） 

○委員長（秋元美智子君） 

  挙手全員であります。よって第３２号議

案は原案のとおり可決されました。 

  以上で、本委員会に付託された案件は、

全て終了いたしました。 

  引き続きその他について、何かございま

せんでしょうか。 

  西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  これ案件にはありませんのでちょっと聞

きたいんですけども、教育委員会のほうに

ね。この間の一般質問で中学校の給食の残

渣の問題、それからもう１点はですね、学

校、小学校やわね。今度の保幼小中一貫校

で行かしたくない学校のデータを取れとい

うような質問があったんですけども。 

  私、今、交差点に立っとるんですわ。子

ども相手にね、おはよう言うて。そしたら

やね、保護者の方が来てやね、行かせたく

ない学校ってどういうことですかと。子ど

もに対してこれは差別発言ちゃうかという

ことを言われたんです。 

  教育委員会の中で、行かせたくない学校

みたいなことを言われるようなことじゃ具

合悪いんで、やっぱり教育委員会の中で十

分やね、学校の在り方、基本的なこと、

我々議員としてはですね、それに向けて財

政的なとことかいろんなことはチェックし

進言していきますけども、根本的な教育的

な観点の議論が教育委員会の中であるんや

ろかと。もっとね、真剣に議論していただ

きたいなと思うんですよ。 

  ほんでその給食でもね、もったいないと

かそういうことを教えてほしいみたいな質
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問があったりするんやけど、こんなもんね、

私は一般質問で言いましたように家庭教育

が基本ですわ。子どもの教育の前に親の教

育せなあかんのちゃうかと私は最近つくづ

く思いますわ。 

  団地の中でやな、立っとったら保護者が

そんな話するからね。それはその人の考え

でっしゃろと。せやけどあんた議員しとっ

て教育のことどない考えとんねんという話

にもなるわけです。それは教育委員会とで

すね、やっぱり連携取りながらやね、やっ

ぱりやっていってますと。 

  ただ、教育というのは一喜一憂にはいき

ませんわ。でもね、根本的なことはやって

いかんとね学校教育成り立てへんよ。だか

ら、地域の教育力。教育長、よういうてま

すやん。地域の教育力、家庭の教育力、そ

れが踏み台になって学校教育が進んでいく

んですよ。その根本のね、家庭教育をもっ

とね、教育委員会の中で揉んでほしい。専

門家の方ばっかりいてはるんやから。何か

その、その場、その場でね、きゃあきゃあ、

きゃあきゃあ言うとったってあかんと思う

んですよ。何やったら１回ね、委員長、教

育委員会と家庭教育について１回きちっと

勉強会でもしたらええんちゃうかなと。 

  もう立っとってね、議員さん何してまん

ねんと。あんたも親やろと。特にお母さん

方、女性の人なんかそうですやん。子ども

育ててきたんやから。私も一般質問で要ら

んこと言うたけどね。そら、私が子どもの

ときはね、弁当ね、詰めた。 

○委員長（秋元美智子君） 

  西岡委員、そこの例は。今は家庭教育の

ほうを。 

○委員（西岡義克君） 

  だからやってくれという話をしてるんや。 

○委員長（秋元美智子君） 

  何をやっていただきたいかをもう一度ち

ょっと。 

○委員（西岡義克君） 

  だから教育委員会の中でそういう議論を

きちっとやってほしい。 

○委員長（秋元美智子君） 

  議論じゃなくて、家庭教育に関してです

ね。 

○委員（西岡義克君） 

  家庭教育、教育ってね、根本的にどうな

んかっていうこと。 

○委員長（秋元美智子君） 

  今、家庭教育のことをおっしゃられてる

んですけど。 

○委員（西岡義克君） 

  うん。 

○委員長（秋元美智子君） 

  どこのところの議論をとおっしゃってる

のか。 

○委員（西岡義克君） 

  だから今言ってるやん。基本が家庭教育

でしょと。 

○委員長（秋元美智子君） 

  そうですね。 

○委員（西岡義克君） 

  だから、家庭教育に関して根本的なとこ

を議論してほしい。 

○委員長（秋元美智子君） 

  そうですね、家庭教育に関してですね。 

○委員（西岡義克君） 

  それと委員会としてはね、１回教育委員

会と家庭教育に対して１回勉強会なり、議

論したらどうですかということをいうとん

です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  家庭教育は家庭ですから、私たちがとや

かく勉強してということやなくて。 

○委員（西岡義克君） 

  勉強会をしよって。誰もそれをね、どう

のこうの押しつけよとかそういう話じゃな
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い。我々自身がね、そういうことをやっぱ

り勉強せなあかんのちゃうかと。一般から

そんなこと言われるようなね。 

○委員長（秋元美智子君） 

  ちょっと、ちょっと。ちょっと、お待ち

くださいね。 

  先ほど行かせたくない学校というのはね、

そういう発言、あるいはそういったことが

親の間で、まあ言葉としてあるかもしれま

せんけれども。行かせたくない学校という

発言あるかもしれませんが。 

（発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  いや、ちょっとお待ちくださいね。 

  そういうことが親の間でたとえあったと

しても、議員から出たとしても、私の経験。 

○委員（西岡義克君） 

  出てるんです。 

○委員長（秋元美智子君） 

  いや、私の経験でも行かせたくない学校

という発言は耳に届いてます。それはどん

なケースかと言えば、いじめにあって子ど

もがとてももう精神的に行きたくない。 

○委員（西岡義克君） 

  だから、そういう。そういう議論をね、

したらいいんじゃないかと言ってるわけ。 

○委員長（秋元美智子君） 

  ちょっとお待ちくださいね。 

  そういう、まず議論をするかどうか皆さ

んのお考えをお尋ねしたいと思います。 

○委員（西岡義克君） 

  だから今提案してるわけです。 

  あなたに、あなたに聞いてるんじゃない。

皆さんにやるかどうか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  はい、はい、聞いてます。ですから、そ

の意味で西岡委員がどのようなことを提案

されているか、今ちょっと確認させていた

だきましたので、そういう意味で。 

○委員（西岡義克君） 

  だから、こっちはこっちで聞いたらええ

けど。だから教育委員会のほうにもね。 

  教育委員会はもっと基本的なことをね、

やっぱり子どものために親の視点ではなく

て。親の視点で進んでいるようなことが多

いって。だから一般質問で言ったようにね、

給食でも親が初めにしよう言うたんですよ。

大半の親が。子どもは弁当がええって言う

たんや。冷たいってね、私ら子どもの頃ね、

冷たい弁当でした。冷たくても母親の温か

い愛情の弁当ですわ。あったかいもんです

わ。そういうことを教えていかなあかんと

いうことです。そういうことも議論してね、

これからの子どものためにそういうことを

やってほしいと。２点。 

○委員長（秋元美智子君） 

  まず皆さん、いかがですか。教育委員会

に改めてそのような勉強会を要望させてい

ただきますでしょうか。 

  それとも、先に教育長のお話いただいて

もよろしいですか。皆さんの意見聞いたほ

うがいいですか。 

  教育長、そしたらお話してくださいます

か。お願いします。森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  西岡委員、今お話になりました家庭教育

というのは、この間も一般質問で質問いた

だいた内容でございます。 

  教育委員会は、やはりもちろん家庭は子

どもたちの生活のスタートへ、そういうよ

うな話をさせもらいましたが、子どもたち

はやっぱり学校、家庭、地域、やっぱりみ

んなで見守っていく必要があるというよう

に思います。そのことは、この豊能町でど

んな教育を進めるかということでグランド

デザインの中にも示しております。このよ

うな、これは豊能町に誇りを持って、そし

て社会を生き抜く力、誇りを持って自信を
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持ってですね、社会を生き抜く力、そうい

う子どもたちを育てていこうと。こういう

目標のもとに学校、家庭、地域が連携をし

ながら進めていきましょうということでご

ざいます。 

  この間の答弁でもお話させていただきま

したように、いろんなアプローチの仕方が

あるというふうに思っております。その中

で今、コミュニティ・スクール、学校運営

協議会準備会を立ち上げて、これはいろん

な課題について熟議をしながら進めていこ

うとしておりますけども、家庭へのサポー

トの仕方、支援の仕方につきましても、例

えば放課後の子どもたちの居場所、あるい

は土曜日の使い方、家庭の日というような

御提案もいただいておりますけども、そう

いう辺りをもう実際にどうやっていくんか。

やはり、これはみんなでしっかりと議論を

しながら考えていく必要があるというよう

に思います。 

  家庭教育というのは、なかなかやはりこ

れは僕も言わせていただいたように、一石

一朝では進むものではないというように思

います。みんなでそこはどうしていくかと

いうことをやはりしっかりと考えて進めて

まいりたいと思います。 

  もう一つありました学校給食の残渣の話

につきましても、これは教育委員の中でも

事後協議の中で、これをどうしていこう、

温める方法もあるなというような話も、こ

れは一つの手だてとしていいだろうと。け

ど、それだけでいいですかと教育委員のほ

うからも意見が出されております。やはり

子どもたちの意識、食べるということに対

して、そのことについてもう少し子どもた

ちにも考えてもらわないかんだろうし、先

生方のやはり支援も必要ではないかという

ような話も出されたところでございます。

そういうことを受けて中学校の校長先生方

には、どうしていったらいいかというよう

なことも相談しながら進めておるところで

ございます。 

  大変、今、西岡委員から大きな問いがね、

やはり課題というんですか、みんなで取り

組まなくてはならない一つだというように

思うんですけれども、その辺りのことは、

今、申したようなところでみんなで考えて

進めていけたらというふうに思っておりま

すので、どうかよろしくお願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

  どうぞ、西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  教育長、よう分かんねん。だけどね、物

事ね、根本でね、あれせんと駄目ですよ。

根本は何か、やっぱり親御さんの意識です

よ。そら我々もいろいろね、子どものこと

を考えて、私もホワイトボード立ててやっ

てますわ。子どもがどんな考えしとんのか

書けって。始めは、むちゃくちゃ書いてま

した。死ね、死ねって書いたでしょ。ほん

なら、教育委員会のほうから、こんなもん

書いてまっせと。今、そんなもん書いてま

せんで。だけどあれを書くということはね、

家庭が見えるんですよ。子どもがこんなに

育っている基本はどこにあんねんって。や

っぱり根本をね、あれせえへんかったら駄

目ですよ。 

○委員長（秋元美智子君） 

  西岡委員、例えばこういうふうなテーマ

でとか、具体的に出してくださったらあり

がたいんですけど。 

○委員（西岡義克君） 

  だからそれは教育委員会に任せますやん。 

  教育委員会に任せます。 

  タイトルなんかいりまへん。 

○委員長（秋元美智子君） 

  まず親の教育が、家庭教育に対しては教

育委員会にお任せするってことでよろしい
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でしょうか。 

○委員（西岡義克君） 

  いやいや、これから子どもについてちゃ

んとね、基本的に根本的にね、議論してく

ださいと。私は親が基本やと、こういうこ

とを言うてるだけで。もっと真剣にね、根

本的に議論してください。せやないと、今

の話、立っとったらあんた何してんねんい

う話になるから頼みます。 

○委員長（秋元美智子君） 

  よろしいですか、要望の形で。 

（発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  いいですか、今の教育長の森田教育長の

答弁で。 

（発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  はい、ではそういうことでよろしくお願

いいたします。 

  ほかございますでしょうか。 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  コロナに関してなんですけれども、これ

まで高齢者第１弾が終了いたしまして、第

２弾から６月１２日申込みで、２７日から

８月１日までで終わります。これまで医療

従事者の方々、また職員の皆様におかれま

しては、また鋭意尽力いただきました。あ

りがとうございました。 

  第２弾目のですね、済んでから、あと６

４歳以下始まるんですけども、町のほうか

らは７月末にクーポン券発送と聞いており

ますが、町民さんから言わせたら遅いとい

うお声をたくさん私も聞いております。 

  なぜその予約、早いか遅いかはいろんな

問い方ありますけれども、７月下旬にクー

ポン発送するというその点について。 

  違ってますか。 

（発言する者あり） 

○委員（永谷幸弘君） 

  ６月でしたか。７月下旬ちゃいましたか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  ちょっと確認させていただきましょう。 

  お願いいたします。 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  保健福祉部、桑原です。 

  ６４歳以下の方のクーポン券、接種券の

発送ですけれども、６月の末から７月上旬

にかけてぐらいで考えておるところでござ

います。 

○委員長（秋元美智子君） 

  永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

  すみません、私の町民さん聞いたのは７

月、コールセンターに電話したら７月下旬

からですという答えをいただいたんです。

それで私、申し上げてるんですけども、６

月下旬から７月上旬にかけてクーポン発送

するということで間違いないですね。 

○委員長（秋元美智子君） 

  そうですね。桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  保健福祉部、桑原です。 

  はい、またその辺の発送予定につきまし

てはホームページ等、ほかの媒体も用いま

して周知のほう図っていきたいと考えてお

ります。 

  以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  よろしいですか。ほかございますか。 

  西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  もう一点ね。今のコロナの話ですわね。 

  私も今日来たときに、寺田の人か、何か

言われましたわ。西岡さん、これ取られへ

んかってんとかって。いや、私もでっせと

言うたら、まああんまり言わへんかったけ



29 

ども。大人はね、自分で防御できますわ。

子どもですよ、問題は。これ子どものね、

ワクチンのあれ、どないすんのかなと。私

はどっちかいうたら、子どもが先やなと思

ってまんねや。そんなもんね、子どもをね、

そらどうのこうのいうてね、私は今ねボー

ドに書いてあんのは、マスクせえよと書い

てあるんです。でも、マスクしてない子も

おる。そら、いろんなあれがあるでしょう。

２メートル以外離れたらええんやとかね。

そらいろんな方法あると思います。でも基

本的にはね、今のところはマスクしかない

わけでしょ。あとワクチンですわ。ワクチ

ンのことをね、子どもに対するワクチンの

対応まず考えてないと思います。考えてな

いと思いますわ。もし考えてるんやったら

ちょっと教えてください。 

○委員長（秋元美智子君） 

  今後、子どもに対してお願いいたします。

計画ですね。 

  桑原福祉保健部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  保健福祉部、桑原です。 

  子どものワクチンの接種なんですけども、

１２歳以上の方をワクチンの接種の対象と

いうことで示されておりますので、その辺

で今後調整を図りながら接種を進めていき

たいと考えておるところでございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

  西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  それ以下のほうは、まだ何のあれもない

んですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  国があれしてないね。まず国出してない

ね。 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  保健福祉部、桑原です。 

  我々のほうには、そういった１２歳未満

の方についてのワクチン接種は可能になる

ということの情報は得てないです。 

○委員長（秋元美智子君） 

  国からの情報が来てないということです

かね。そういうことですね。 

  西岡委員。 

○委員（西岡義克君） 

  私も一般質問で言いましたけどね、とに

かく国のおんぶにだっこでやね、ついてい

くようじゃ。もしね、ワクチン、オーケー

なったときにどういうふうに対応するかい

うぐらいのこともね、準備の段階のことも

考えとかなあかんと思いまっせ。頼んます

わ。 

○委員長（秋元美智子君） 

  要望でお願いします。 

  ほかございますでしょうか。 

  なければ、以上をもって委員会を閉会し

たいと思いますがよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、本委員会は閉会することに決定

いたしました。これで本日の会議を閉じま

す。 

  本委員会の閉会に当たりまして、町長よ

り御挨拶ございます。お願いいたします。 

○町長（塩川恒敏君） 

  本日は長い間ありがとうございました。 

  教育に関して、それから誰一人取りこぼ

さないというところでワクチン接種のとこ

ろにつきましても、今はファイザーのワク

チン自身の治験が１６歳までだったものが

１２歳まで、今後、治験の数が増えてくる

ときに、ひょっとすると子どもたちという

のも出てくるかも分かりませんけれども、

それらを含めて柔軟にもちろん指示が出て

くる段階のところ、それからその以前の段
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階でどうするかというところになると思い

ます。 

  ただ、特に６４歳以下の方々に対しても

御自身が受けるかどうか、特に子どもさん

の場合は保護者の考え方というのも出てき

ますので、今、学校の中でもアンケートを

取ったり、それから希望を募っていくとか、

そういうようなところの議論もさせていた

だいているところでございます。したがい

まして、早くそして的確にワクチンを打て

るような柔軟的な対応を既に検討させてい

ただいておりますので、ぜひよろしくお願

いいたします。 

  ありがとうございました。 

○委員長（秋元美智子君） 

  ありがとうございました。 

  これをもって、令和３年豊能町議会６月

定例議会福祉教育常任委員会を閉会いたし

ます。多々不手際がございましたこと、お

わび申し上げます。またコロナで大変でし

ょうがどうかよろしくお願いいたします。 

  終わりにいたします。お世話さまでした。 

 

午前１１時１６分 閉会 
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